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ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 高電圧電源使用方法について 

（A,AA,C,10-25A,30A-40A,Fｵﾌﾟｼｮﾝ） 
 

はじめに 

 

このﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄでは上記ｼﾘｰｽﾞ ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社高圧電源の接続ﾋﾟﾝやｹｰﾌﾞﾙのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの説明を

致します。この資料は各ｼﾘｰｽﾞのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの追記内容となります。 

各製品のﾃﾞｰﾀｼｰﾄはｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社及びｾﾞﾈﾗﾙ物産ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて参照下さい。 

 

ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社高圧電源について： 

 AA ｼﾘｰｽﾞは A ｼﾘｰｽﾞより小型になります。但し A ｼﾘｰｽﾞより小型な為にﾘｯﾌﾟﾙが大

きくなります。  

 C ｼﾘｰｽﾞはｷｬﾊﾟｼﾀﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞや立ち上がりが早くｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄの小さい要求の仕様に適

しております。  

 F ｵﾌﾟｼｮﾝは A ｼﾘｰｽﾞをﾍﾞｰｽに追加回路にてﾘｯﾌﾟﾙ電圧を低減させるｵﾌﾟｼｮﾝです。 
 

接続概要 

 
1番ﾋﾟﾝ－入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ：このﾋﾟﾝはこれら全てｼﾘｰｽﾞの高電圧電源に対し入力電源

ｸﾞﾗﾝﾄﾞになります。注意：高電圧負荷は必ず高電圧ﾘﾀｰﾝ(8番ﾋﾟﾝ)に接続して下さい。 

2番ﾋﾟﾝ－入力電源：このﾋﾟﾝは入力電源（正極）になります。ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社電源の大部分

は公称24V入力となります。但し4Wﾀｲﾌﾟの電源は公称12V入力となります。本製品は幅

広い入力電圧ﾚﾝｼﾞ(9V～32V)を備えております（但しﾃﾞｨﾚｰﾃｨﾝｸﾞが生じます）。詳細は

各製品のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

3番ﾋﾟﾝ－電流ﾓﾆﾀ：このﾋﾟﾝは図1に表すような出力電流ﾓﾆﾀﾋﾟﾝとなります。ｽｹｰﾙﾌｧｸﾀｰは

各ﾓﾃﾞﾙにより変わり、固有な値となります。各高電圧電源の高電圧発生部は図1に示す

ように ”Rsense”抵抗を通してｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されております。高電圧ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ抵抗と高電

圧ﾃｽﾄﾎﾟｲﾝﾄ抵抗はｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されており、内部負荷として見なされます。出力電流測

定を行ったとき、この内部負荷は電流ﾓﾆﾀのｵﾌｾｯﾄ要因となります。詳細は個々のﾓﾃﾞﾙの

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 
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4番ﾋﾟﾝ－ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ：ｲﾈｰﾌﾞﾙ機能は全てのﾓﾃﾞﾙで共通となります。“HIGH”ｼｸﾞ

ﾅﾙはｲﾈｰﾌﾞﾙ、”LOW”ｼｸﾞﾅﾙはﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙとなります。4番ﾋﾟﾝがｵｰﾌﾟﾝの場合、電源はﾃﾞﾌｫﾙ

ﾄのｲﾈｰﾌﾞﾙとなります。 

5番ﾋﾟﾝ－ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ：ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝは出力制御とﾓﾆﾀの両方の基準接地点とし

て使用します。ここに高電圧負荷を接続しないで下さい。入力電流がｼｸﾞﾅﾙﾘﾀｰﾝ経由で

流れた場合、ｵﾌｾｯﾄや誤差が制御やﾓﾆﾀ機能に発生することがあります。 

6番ﾋﾟﾝ－ｺﾝﾄﾛｰﾙ電圧入力：このﾋﾟﾝは出力電圧 0%から公称電圧の107.5%まで高圧電源を

制御出来ます。正極電源はｺﾝﾄﾛｰﾙ電圧を約4.64Vで出力電圧は100％となり、5.00Vで公

称電圧の107.5%の最大値となります。入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは1.1MΩとなります。ｵｰﾌﾟﾝの場合、

ｸﾞﾗﾝﾄﾞを介してこの抵抗は電源の出力を0とします。図3Aを参照下さい。 

 

負極電源のｺﾝﾄﾛｰﾙ電圧は正極電源の逆になります（図2を参照）。ｺﾝﾄﾛｰﾙ電圧が0Vで定

格電圧の107.5%、0.32Vで100%出力となります。 

負極電源でｺﾝﾄﾛｰﾙ電圧に5.00Vを印加すると出力は0となります。ｵｰﾌﾟﾝの場合、1.1MΩ

ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗により出力電圧を0とします。図3Bを参照下さい。 
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7番ﾋﾟﾝ－+5VDCﾚﾌｧﾚﾝｽ出力：+5VDCﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧は電源ｺﾝﾄﾛｰﾙ用として備えております。

出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは464Ω。特性は各ﾓﾃﾞﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

8番ﾋﾟﾝ－高電圧ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ：内部にて電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ、高電圧ｸﾞﾗﾝﾄﾞ、ｼｸﾞﾗﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞは接続

されています。高電圧負荷ﾘﾀｰﾝはここに接続して下さい。 

 

 

9番ﾋﾟﾝ－高電圧ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ又は電圧ﾓﾆﾀ（出力電圧ﾓﾆﾀ）：このﾋﾟﾝの機能は各電源のﾓﾃﾞ

ﾙに頼ります。Aｼﾘｰｽﾞには電圧ﾓﾆﾀはありません。但しY5ｵﾌﾟｼｮﾝにて電圧ﾓﾆﾀ機能を追加

可能です。AA、10A-40A、Cｼﾘｰｽﾞ電源は電圧ﾓﾆﾀが標準装備となります。 

 

電圧ﾓﾆﾀが装備されている場合には分圧抵抗が内蔵されております。ｽｹｰﾙﾌｧｸﾀｰは各ﾓﾃﾞﾙ

に頼り10:1,100:1,1000:1のいずれかになります。分圧抵抗は10MΩ入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ機器に

適合するように設計されています。ｽｹｰﾙﾌｧｸﾀｰを変更にする為に低い分圧抵抗をｼｬﾝﾄす

ることは可能です。抵抗値は各ﾓﾃﾞﾙのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

10,11番ﾋﾟﾝ－高電圧出力：高電圧出力は6kV以下の電源はﾋﾟﾝﾀｲﾌﾟです。6kVより大きい

出力の電源は18ｲﾝﾁの高圧ｹｰﾌﾞﾙとなります。 


